
馬
匹
に
い
た
る
ま
で
こ
と
ご
と
く
接
収
さ
れ
、
丸
腰
極
め
て
淋
し

い
捕
虜
生
活
と
な
っ
た
。

■
に
は
日
本
兵
は
絶
対
帰
国
す
る
こ
と
は
得
ず
、
一
生
中
国
の

ク
リ
ー
と
し
て
酷
使
さ
れ
る
と
か
、

幸
い
に
し
て
デ
マ
で
あ
っ
た
。

支
那
軍
に
よ
り
強
い
私
物
検
査
も
数
回
、
六
か
月
余
の
捕
虜
生
活

も
苦
難
の
中
に
終
え
、
昭
和
二
十
一
年
三
月
八
日
辰
巳
第
三
師
団

長
閣
下
の
お
計
ら
い
で
連
隊
長
以
下
全
員
ウ
ー
ス
ン
の
港
を
米
国

Ｌ
Ｓ
Ｔ
貨
物
船
に
乗
船
し
、
三
月
十
一
日
懐
か
し
の
九
州
博
多
港

に
上
陸
、
感
慨
無
量
で
故
国
の
土
を
踏
ん
だ
。

日
赤
看
護
婦
よ
り
防
疫
を
受
け
、
臨
時
列
車
に
す
し
詰
め
に
乗

せ
ら
れ
た
。
窓硝
子
一
つ
な
い
し
、
座
席
の
敷
布
も
一
枚
も
な
い
。

途
中
原
爆
の
広
島
の
街
は
跡
か
た
な
い
瓦
礫
ば
か
り
の
惨
状
。
涙

な
く
し
て
見
ら
れ
な
い
。
大
阪
駅
に
到
着
、
奈
良
県
箸
中
町
出
身

の
杉
本
裕
一
連
隊
長
殿
と
も
一
年
八
か
月
の
主
従
の
お
別
れ
。
三

月
十
三
日
懐
か
し
の
両
親
の
待
つ
わ
が
家
に
無
事
生
還
し
、
涙
な

が
ら
に
語
ら
い
、
神
仏
な
ら
び
に
先
祖
に
礼
拝
し
た
。

丸
亀
歩
兵
第
十
二
連
隊
激
戦
回
顧　 

香
川
県
　
浮
田
信
茂
　 

揚
子
江
の
濁
水
は
滔
々
と
し
て
支
那
海
に
注
ぎ
、
黄
色
い
波
と

な
り
騒
ぐ
。
万
里
の
波
濤
を
蹴
っ
て
洋
上
十
幾
日
、
限
り
な
い
支

那
海
を
に
ら
ん
で
上
陸
の
一
日
も
早
か
ら
ん
こ
と
を
願
う
。
安
達

部
隊
の
意
気
は
将
に
衝
天
の
感
が
あ
る
。
輸
送
船
は
下
弦
の
月
光

こ
う
こ
う
と
照
る
揚
子
江
を
静
か
に
■
っ
て
声
も
な
い
。
人
影
も

見
え
な
い
。

故
郷
を
偲
ぶ
の
も
今
宵
限
り
だ
。
戦
友
は
最
後
だ
よ
と
互
い
に

手
を
固
く
握
り
し
め
る
。
い
よ
い
よ
明
日
だ
。
血
な
ま
ぐ
さ
い
戦

場
が
待
っ
て
い
る
。
さ
あ
黄
海
の
激
流
に
親
を
も
忘
れ
、
可
愛
い

い
妻
子
を
捨
て
、
陛
下
に
こ
の
身
を
捧
げ
よ
う
。
東
天
は
白
み
眼

鏡
で
見
渡
せ
ば
、
呉
淞
鎮
は
全
く
廃
■
と
化
し
人
影
も
な
い
。

「
上
陸
開
始
」
緊
張
し
た
上
官
の
号
令
。
陽
光
を
斜
め
に
銃
剣
は

白
く
光
る
。
上
陸
船
に
乗
り
移
り
、
思
わ
ず
銃
を
力
一
杯
握
り
し

め
る
。
鉄
か
ぶ
と
の
紐
を
締
め
る
の
は
伊
達
で
は
な
い
。
上
陸
最



初
の
砲
弾
が
至
近
に
落
下
し
て
轟
然
と
炸
裂
す
る
。
夜
に
入
り
呉

淞
鎮
日
華
紡
績
で
宿
営
す
る
。

砲
弾
は
子
守
唄
な
ん
て
考
え
は
微
塵
も
な
い
。
明
く
れ
ば
昭
和

十
二
年
九
月
四
日
、
戦
闘
準
備
は
全
く
な
り
、
命
令
を
待
つ
。

前
面
の
敵
を
攻
撃
し
て
浅
間
部
隊
と
連
絡
し
て
羅
店
鎮
に
あ
る

主
力
と
合
流
せ
ん
と
夜
間
に
乗
じ
て
前
進
を
開
始
す
る
。
迫
撃
砲

落
下
の
夜
道
を
一
歩
一
歩
踏
み
し
め
て
前
進
す
る
。
我
ら
は
初
陣

で
あ
り
、
戦
争
の
初
年
兵
だ
。
弾
の
道
も
何
の
そ
の
。
当
た
れ
ば

そ
れ
ま
で
だ
。
攻
撃
命
令
は
五
日
午
前
九
時
に
出
た
。
敵
弾
に
第

一
線
も
第
二
線
も
な
い
。
金
比
羅
様
の
ご
加
護
を
信
ず
る
我
ら
に

は
当
た
ら
な
い
。
ぐ
ん
ぐ
ん
と
部
隊
か
ら
部
隊
へ
と
奔
走
の
ご
と

く
な
だ
れ
込
む
。「
俺
も
本
当
の
歩
兵
部
隊
に
な
っ
た
ぞ
」
と
思

う
と
嬉
し
く
な
っ
た
。

こ
の
戦
い
に
砲
兵
の
協
力
な
く
し
て
西
門
大
街
及
び
呉
家
上
楼

に
達
し
た
の
は
不
思
議
な
く
ら
い
だ
っ
た
。
全
軍
意
気
旺
盛
だ
。

こ
の
戦
闘
で
敵
陣
に
斬
り
込
み
壮
烈
な
戦
死
を
遂
げ
た
五
島
、
六

車
、
中
條
軍
曹
の
勇
姿
を
忘
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
敵
の
虚
を

つ
き
最
初
の
白
兵
戦
を
断
行
し
た
安
達
部
隊
の
猛
進
出
に
よ
っ
て
、

沙
龍
口
も
我
に
帰
す
。

こ
れ
で
目
ざ
す
宝
山
城
は
孤
立
し
落
城
寸
前
、
夕
日
に
赤
く
染

ま
っ
た
宝
山
城
が
痛
ま
し
い
。

土
民
及
び
敵
軍
は
散
を
乱
し
て
本
道
に
沿
い
逃
げ
る
を
梶
佐
古

部
隊
は
約
四
百
人
捕
え
て
武
装
解
除
す
る
。
元
来
、
西
大
門
街
は

相
当
錯
雑
し
通
過
困
難
で
、
外
壕
の
橋
は
焼
却
さ
れ
て
い
た
た
め

相
当
戦
死
者
を
出
し
占
領
す
る
。

宝
山
城
に
入
場
も
そ
こ
そ
こ
に
、

休
む
間
も
な
く
一
路
月
浦
鎮
へ
と
駒
を
進
め
る
。
水
筒
の
水
も
な

く
焼
け
付
く
よ
う
な
咽
喉
を
う
る
ほ
す
の
は
高
梁
の
幹
あ
る
の
み
。

わ
ず
か
な
水
気
を
得
ん
と
茎
に
か
じ
り
つ
い
た
時
は
、
ひ
ょ
い
と

故
郷
の
縁
日
に
買
っ
た
砂
糖
黍
の
味
を
思
い
出
す
。

九
月
七
日
早
朝
か
ら
道
下
部
隊
を
右
一
線
、
王
渓
―
曹
塘
の
間

に
、
ま
た
梶
佐
古
部
隊
を
左
一
線
、
四
塘
橋
―
盛
宅
の
線
に
展
開

さ
せ
、
砲
兵
の
援
護
射
撃
と
共
に
攻
撃
を
開
始
し
た
。
正
午
す
で

に
田
中
隊
は
南
方
を
、
無
名
部
隊
は
池
田
隊
、
金
家
宅
は
小
川
隊

で
漸
次
敵
に
近
迫
し
、
つ
い
に
白
兵
戦
を
展
開
し
黄
家
宅
も
壊
滅

し
た
。
敵
の
物
凄
い
包
囲
射
撃
を
冒
し
て
突
進
す
る
。

当
時
、
曹
塘
堂
東
の
無
名
部
落
に
は
多
数
の
迫
撃
砲
を
集
め
、

猛
烈
な
集
中
射
撃
を
続
け
た
た
め
に
、
部
隊
東
部
附
近
で
さ
え
盛

ん
に
砲
弾
が
落
下
し
、

炸
裂
の
音
は
天
地
に
轟
き
凄
惨
で
あ
っ
た
。



四
塘
ク
リ
ー
ク
西
岸
西
塘
堂
に
進
出
し
、
隊
長
は
軍
刀
を
振
り
か

ざ
し
、
兵
は
銃
剣
を
光
ら
せ
て
弾
雨
を
浴
び
て
前
進
を
続
け
る
う

ち
、
江
藤
中
尉
は
数
弾
を
浴
び
、
兵
も
ま
た
壮
烈
な
戦
死
を
遂
げ

た
。
だ
が
自
動
火
器
の
威
力
熾
烈
で
、
突
撃
の
機
熟
せ
ず
夜
に
入

る
。敵
前
に
無
気
味
な
対
時
を
続
け
て
夜
を
徹
し
た
。

弾
の
唸
り
は
物
凄
く
間
断
な
く
飛
び
散
り
、
機
銃
が
パ
ッ
パ
ッ

と
赤
い
火
を
吐
く
。
一
尺
余
り
の
綿
の
木
が
草
の
な
び
く
よ
う
に

飛
び
散
る
。
そ
の
綿
畑
に
食
い
付
い
た
よ
う
に
鉄
か
ぶ
と
が
散
在

す
る
。
一
寸
一
寸
と
匍
匐
前
進
で
あ
る
。
敵
弾
の
無
気
味
な
弾
着

の
音
が
絶
え
な
い
。
五
尺
の
身
の
置
き
ど
こ
ろ
も
な
い
。「
死
ぬ

か
も
知
れ
ぬ
」
冷
た
い
鉄
の
よ
う
な
緊
張
だ
。
兵
士
の
目
は
火
の

よ
う
に
燃
え
て
い
る
。「
畜
生
」
右
肩
に
貫
通
銃
創
を
負
っ
て
打

ち
伏
せ
た
戦
友
が
再
び
這
い
出
し
、
顔
も
軍
服
も
血
と
泥
で
真
っ

黒
だ
。
仮
包
帯
も
出
来
な
い
彼
は
つ
い
に
護
国
の
鬼
と
な
る
。

九
月
八
日
敵
の
火
力
は
依
然
と
し
て
熾
烈
を
極
め
、
払
暁
を
期

し
て
陣
地
占
領
を
目
指
し
た
が
敵
も
頑
強
に
抵
抗
し
、
容
易
に
攻

略
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

あ
た
ら
戦
友
の
犠
牲
を
重
ね
る
の
み
。

田
中
隊
の
周
家
宅
攻
撃
は
壮
烈
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
た
。

夕
日
赤
く
江
南
を
染
め
る
こ
ろ
戦
車
の
協
力
を
得
て
最
後
の
猛

攻
を
断
行
し
、
田
中
隊
は
目
指
す
周
家
宅
を
、
梅
里
隊
は
南
方
無

名
部
落
を
そ
れ
ぞ
れ
占
領
し
戦
友
と
万
歳
を
絶
叫
し
た
。

周
家
宅
に
は
掩
蓋
銃
座
を
作
る
こ
と
二
十
四
、
梅
里
隊
の
無
名

部
落
十
数
個
、
金
家
宅
及
び
そ
の
北
方
附
近
は
優
に
支
那
軍
一
個

師
団
半
余
の
自
動
火
器
を
有
し
、
し
か
も
掩
蓋
銃
座
た
る
や
視
界

を
避
け
、
砲
兵
射
撃
が
困
難
な
堅
固
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

激
戦
終
わ
り
陽
光
静
か
に
沈
む
こ
ろ
、
周
家
宅
の
竹
林
に
輝
く

日
章
旗
を
掲
げ
、「
君
が
代
」
を
高
々
と
奉
唱
し
、
勝
ち
残
っ
た

勇
士
も
こ
れ
に
唱
和
し
た
。
讃
州
健
児
の
攻
撃
精
神
と
不
撓
不
屈

こ
そ
真
意
気
で
あ
る
。

向
井
部
隊
の
白
兵
戦
、
堅
陣
何
者
ぞ
。
鉄
条
網
を
切
れ
、
掩
蓋

銃
座
を
踏
み
潰
せ
、
と
隊
長
の
号
令
一
下
銃
剣
を
き
ら
め
き
て
屍

骸
の
山
を
築
き
血
の
河
を
流
す
。
白
玖
少
尉
と
と
も
に
勇
士
は
敵

陣
に
飛
び
込
ん
だ
。
忠
魂
江
南
に
散
っ
て
再
び
帰
ら
ず
。
冷
た
き

雨
の
夜
の
行
軍
。
ど
こ
ま
で
続
く
ぬ
か
る
み
ぞ
。
二
日
三
夜
の
激

戦
に
死
ん
だ
友
は
幾
人
か
。

第
一
大
隊
長
の
指
揮
下
の
将
兵
大
い
に
鼓
舞
し
、
浦
橋
の
攻
撃

を
続
け
、
終
に
占
領
し
た
。
こ
の
戦
闘
は
実
に
手
榴
弾
戦
で
、



そ
の
壮
絶
言
語
に
絶
す
る
の
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
の
日
の
戦
闘
後

十
日
も
休
む
こ
と
な
く
、
梶
佐
古
部
隊
は
第
一
線
に
あ
っ
て
顧
家

宅
を
、
加
川
部
隊
は
王
家
宅
、
真
家
宅
を
攻
撃
す
る
。
夕
刻
ま
で

占
拠
し
、
翌
十
一
日
も
北
曹
宅
、
南
曹
宅
を
陥
落
さ
せ
る
。
池
田

隊
は
干
田
を
匍
匐
し
、
一
挙
に
敵
陣
地
を
奇
襲
し
た
の
で
あ
る
。

酷
熱
焼
く
ご
と
く
、
夕
日
西
に
沈
む
こ
ろ
と
も
な
れ
ば
涼
風
戦

陣
を
渡
っ
て
心
地
よ
い
。
物
凄
い
火
炎
は
天
を
沖
し
、
黒
煙
は
月

浦
鎮
の
空
を
赤
く
染
め
て
覆
う
。
月
浦
鎮
の
南
側
に
沿
い
潜
入
し

敵
の
退
却
を
発
見
し
、
部
隊
は
時
を
移
さ
ず
追
撃
す
る
。
部
隊
は

歩
兵
第
四
十
四
連
隊
と
合
流
し
羅
店
鎮
に
向
か
う
。
ク
リ
ー
ク
の

両
岸
に
数
㍍
ご
と
に
放
置
さ
れ
た
機
関
銃
座
が
幾
千
㍍
と
続
い
て

い
る
。
好
天
に
恵
ま
れ
た
天
候
も
十
三
日
夕
方
よ
り
雨
と
な
る
。

雨
を
つ
い
て
敵
機
五
機
飛
来
、
地
上
攻
撃
し
て
去
る
。
一
機
は

撃
破
す
る
。
歩
兵
部
隊
が
そ
の
主
力
の
天
谷
部
隊
と
合
流
す
る
。

十
五
日
午
前
二
時
ご
ろ
敵
は
猛
射
を
開
始
し
、
疲
労
す
る
我
ら

を
休
ま
せ
ず
迫
撃
砲
は
身
辺
に
雨
の
ご
と
く
落
下
し
耳
を
つ
ん
ざ

く
ば
か
り
。
第
一
線
部
隊
は
泥
上
に
膝
を
没
す
。
夜
を
期
し
て
攻

撃
に
移
る
。
十
三
、
十
四
の
両
日
に
我
が
部
隊
に
抵
抗
し
た
敵
は

十
四
、
九
十
八
、
九
十
九
師
で
一
万
を
下
ら
な
い
。

第
三
大
隊
は
午
後
一
時
を
期
し
攻
撃
を
開
始
、
砲
兵
の
協
力
に

よ
り
小
顧
宅
を
攻
撃
し
、
前
日
に
ま
し
て
銃
砲
撃
は
江
南
の
天
地

に
轟
き
、
部
隊
一
斉
に
猛
攻
を
繰
り
返
し
、
午
後
三
時
同
地
を
占

領
。
敵
は
三
〇
〇
の
死
体
を
残
し
て
敗
走
し
た
。

こ
の
日
は
朝
来
の
雨
が
激
し
く
、
戦
場
は
密
雲
低
く
垂
れ
、
視

界
が
き
か
ず
、
勇
士
の
征
衣
は
雨
に
濡
れ
て
カ
ー
キ
色
も
黒
色
に

変
じ
、
鉄
兜
よ
り
し
た
た
る
露
は
、
肩
に
背
に
、
そ
し
て
胸
に
ま

で
染
み
込
ん
で
冷
た
く
、
実
に
涙
ぐ
ま
し
い
戦
闘
で
あ
っ
た
。

一
方
、
梶
佐
古
部
隊
（
二
大
隊
）
は
黄
家
宅
に
夜
襲
。
し
か
し

敵
の
夜
間
反
撃
は
猛
烈
を
極
め
、
第
一
中
隊
が
右
に
、
第
二
中
隊

は
左
に
猛
攻
。
決
死
の
勇
士
た
ち
は
泥
濘
膝
を
没
し
、
闇
に
乗
じ

突
入
、
午
後
十
一
時
ご
ろ
、
両
三
日
を
要
し
た
こ
の
陣
地
を
占
領

し
た
。
十
九
日
の
朝
、
眼
前
に
敵
を
控
え
、
安
達
部
隊
に
は
絶
え
ず
敵

弾
が
落
下
す
る
。
そ
の
一
つ
が
部
隊
長
の
机
の
上
に
あ
っ
た
小
瓶

に
命
中
し
て
飛
び
去
る
。
こ
の
朝
、
部
隊
伝
令
の
寝
て
い
た
付
近

の
藁
の
中
か
ら
手
榴
弾
五
個
を
所
持
せ
る
一
名
の
敵
を
発
見
。
危

機
一
髪
の
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
明
日
を
も
知
ら
ぬ
草
枕
で
露
営
の
夢

に
「
勝
っ
て
く
る
ぞ
と
」
心
に
誓
い
し
友
に
励
ま
さ
れ
征
途
に
つ



い
た
時
の
感
激
が
夜
毎
に
勇
士
の
胸
に
甦
る
。
雲
井
遥
か
に
掛
る

月
を
眺
め
る
と
、
一
条
の
雁
が
飛
ぶ
。
そ
ぞ
ろ
に
思
う
故
郷
の
山

河
も
最
早
生
き
て
見
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
と
。

そ
の
後
幾
多
の
激
戦
、
小
戦
闘
、
追
撃
戦
の
後
、
十
一
月
二
十

九
日
午
前
十
時
道
下
隊
は
常
州
に
進
入
し
、
そ
の
後
も
会
心
の
攻

撃
を
続
け
凱
歌
を
奏
す
。
こ
の
街
は
遠
く
千
五
百
年
の
昔
、
仏
道

を
極
め
る
た
め
支
那
を
訪
れ
た
僧
空
海
、
弘
法
大
師
の
修
業
の
霊

地
で
あ
り
天
寧
寺
の
大
伽
藍
が
聳
え
て
い
る
。

焦
山
砲
台
の
攻
撃
命
令
に
よ
り
第
二
大
隊
は
鎮
江
を
出
発
、
焦

山
砲
台
を
攻
略
し
、
揚
子
江
の
航
行
権
を
確
保
す
る
。

昭
和
十
三
年
一
月
十
四
日
楊
州
城
を
後
に
首
都
大
南
京
城
に
連

隊
旗
を
先
頭
に
堂
々
の
入
城
、
勇
士
の
目
に
は
感
激
の
涙
が
溢
れ

る
。
護
国
の
鬼
と
化
し
た
戦
友
よ
、
我
ら
と
と
も
に
こ
の
喜
び
を

分
け
あ
っ
て
く
れ
。

洋
菁
墟
の
戦
争
　 

香
川
県
　
田
中
優
　 

不
寝
番
に
起
こ
さ
れ
て
、
目
を
こ
す
り
な
が
ら
何
事
か
と
聞
け

ば
、

大
隊
本
部
よ
り
の
電
話
連
絡
で
電
話
線
を
切
断
さ
れ
た
の
で
、

直
ち
に
一
個
分
隊
を
も
っ
て
潜
伏
斥
候
を
出
せ
と
の
大
塚
副
官
か

ら
の
命
令
。

松
崎
軍
曹
以
下
十
二
人
が
選
抜
さ
れ
た
。
自
分
は
軽
機
の
射
手

で
あ
る
が
、

宇
都
宮
一
等
兵
の
軽
機
で
あ
る
の
で
弾
薬
手
と
な
り
、

宇
都
宮
が
射
手
で
、
一
番
は
新
名
兵
長
、
二
番
宇
都
宮
、
三
番
田

中
上
等
兵
の
順
。
ま
ず
完
全
防
音
装
備
の
た
め
地
下
足
袋
に
巻
脚

絆
、
帯
剣
は
布
片
を
巻
き
軽
装
で
中
隊
兵
舎
前
に
整
列
す
る
。
絶

対
に
声
を
立
て
ぬ
こ
と
な
ど
注
意
伝
達
を
聞
き
出
発
だ
。
時
に
午

前
三
時
三
十
五
分
。
夜
半
の
月
は
も
う
西
に
落
ち
て
、
真
の
闇
で

あ
る
。
絶
対
に
音
を
発
し
て
は
な
ら
ぬ
の
で
、
抜
き
足
差
し
足
で
、

少
し
前
進
し
て
は
停
止
、
前
進
し
て
は
停
止
を
繰
り
返
す
。
な
ん

と
今
夜
の
静
か
な
こ
と
か
。
嵐
の
前
の
静
け
さ
と
で
も
い
え
る
無




